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Operation sounds for machine products have been designed to transmit or caution correct information to 
users. The user operation for the machine product has changed from a button operation to a touch or gesture 
operation according to the evolution of information devices. However, the operation sound for the machine 
product has not been changing since the button operation has kept a main stream. The purpose of this study is 
to evaluate for combination between the gesture operation and the operation sound for new information devices. 
It is clarified the relationship between the gesture operation and the operation sound by carrying out evaluation 
experiments using seven types of typical gesture operation and the different dimensional sounds, which are an 
ON/OFF temporal pattern sound, a pitch variation sound, and a movement of sound image.   










































































ジェスチャ操作の評価実験で呈示する音は，JIS S 0013 
[2]に準拠したオン/オフ時間変化音，今回新たに選定する
音高変化音と音像移動音の 3 種類を用意する．  
オン/オフ時間変化音は，1000 Hz の純音を オン時間，
オフ時間，オン時間の順にそれぞれ 0.075 s ずつ鳴るもの
とし，繰り返しはない．  
音高変化音は，周波数が 500 Hz から 2000 Hz までの 2
オクターブを連続的に上昇および下降する 2 種類の純音
とする．またいずれも周波数は対数軸上で直線的に変化
するものとし，音の持続時間は 0.70 s とする．  
音像移動音は，右から左，左から右，前から後，後から
前に音像が移動して聞こえる 4 種類の音とする．周波数
は，左右の音像移動音に関しては 1000 Hz の純音を用い，
前後の音像移動音に関しては，より定位が知覚できるよ
う 1000 Hz の純音にピンクノイズを重畳させた音とする． 
評価方法 
評価実験では，評定尺度法とシェッフェの一対比較法

















女 17 名を対象とする．評定尺度法は，7 種類のジェスチ


















      
 3.76 4.00 4.06 4.12 5.35 4.35 4.47 
 3.94 4.82 4.00 5.41 4.12 4.47 4.18 
 3.82 5.94 3.88 4.65 4.29 4.65 4.94 
 3.94 3.82 5.47 4.00 4.35 4.59 4.53 
 4.65 4.82 3.88 3.94 3.71 4.06 4.88 
 4.24 4.76 5.06 5.00 4.18 5.53 4.18 





































～24 歳，男女 16 名を対象とする． 
b）実験結果と考察 
評価は，音 A と音 B とした場合，「音 B の方が非常に
調和している」「音 B の方が調和している」「音 B の方
が少し調和している」「どちらともいえない」「音 A の
方が少し調和している」「音 A の方が調和している」「音




















































































された音の 6 種類の音を用いて評価実験を行う． 
音高変化音は，周波数が 500 Hz から 2000 Hz の間を連
続的に上昇および下降する 2 種類の純音とする．方向決
定帯域を考慮した音は，前に定位を感じる 300 Hz と後に







被験者は，正常な聴覚を持つ 20～24 歳，男女 20 名を




















常な聴覚を持つ 19～24 歳，男女 32 名を対象とする． 
評価方法，評点および分析方法は，これまでと同様の方
法で行う．図 8 に手を押す・手を引く操作における評価
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